
小論文書道実技国語英語日本史 生物 数学解答例

入試問題（小論文）出題のねらい

〜家政学部　栄養学科〜

【一般推薦選抜・技能特待生選抜】 

　栄養学科は，管理栄養士の養成課程であり理系の学科である。 

推薦入学選考の小論文試験においては，図表などのデータを正確に読み取り，設問に

対して正確な解答を求める。さらに，論文形式では図表の理解度やその表現力と共に，

語彙力や文章力を求める。指定された字数の 90％以上でまとめることが望ましい。

【社会人選抜Ⅰ期・編入学選抜Ⅰ期・社会人編入学選抜Ⅰ期】

　わが国においては、健康増進に係る取組として、「国民健康づくり対策」が昭和 53

（1978）年から数次にわたって展開されてきた。令和６（2024）年度からは、国民の

健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針に基づき、第５次国民健康づく

り対策である「21世紀における第三次国民健康づくり運動（健康日本 21( 第三次））」

が開始される。

　資料からデータを読み取る力とともに、健康増進へ向けた指針についての基本的な

知識、それに向けての管理栄養士として取り組むべき課題への理解について判定する。

（解答：78ページ）

●家政学部 栄養学科

一般推薦選抜Ⅰ期・技能特待生選抜

問１　図１，２を見て，下記の空欄　　　  〜　　　  に当てはまるもっとも適切な数値または語句

を記入しなさい。（数値は小数点第１位まで示し，単位もつけなさい）

　令和４年の食塩摂取量の平均値は男性総数で１日当たり　　　  ，女性総数では　　　  であり

　　　  の方が多い。平成23年，平成28年および令和４年について比較すると，男女共　　　  と

30－39歳以外は令和４年がもっとも少ない。令和４年の食塩摂取量を年齢階級別にみると，男性で

は　　　  と30－39歳，女性では　　　  が最も多く，次いで　　　  と60－69歳が同量で多い。

　減塩への取組状況では，減塩に取り組んでいる者の割合は，男性総数　　　  ，女性総数63.4％で

あり，　　　  の方が取り組んでいる割合が高い。

問２　2020年版日本人の食事摂取基準において，食塩相当量の目標量が改正された。成人男性は１

日当たり7.5g未満である。成人女性の１日の目標量を答えなさい。

問３　健康づくりを支援するために「減塩」への取り組みが推奨されているが，減塩が健康にどの

ようにつながるかを３つ簡潔に説明しなさい。

問４　図１〜３を参考にして，食塩の摂取を目標量に近づけるためにどのような対策や工夫を行え

ば良いと考えますか。管理栄養士を目指すあなたの具体的な考えを400字以内で述べなさい。

福岡県では，県民の身体状況や生活習慣及び健康づくりに関する意識等の実態を把握し，一

人ひとりの自主的健康づくりを支援するため，「県民健康づくり調査」を実施している。以下

に，令和４年「県民健康づくり調査」の食塩摂取量等の結果を示した。

図１は，食塩摂取量の平均値（20歳以上，性別，年齢階級別）〈平成23年，平成28年，令和

４年〉

図２は，減塩に取り組んでいる者の割合（20歳以上，性別，年齢階級別）〈令和４年〉

図３は，減塩に取り組んでいない理由（20歳以上，性別，総数を抜粋）〈令和４年〉である。

以下の問いに答えなさい。
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九州女子大学 家政学部 栄養学科

令和６年度　一般推薦選抜Ⅰ期・技能特待生選抜
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